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保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
蕁
９９５
・
3
3
8
1
〜
3

①
第
１０
回
健
康
福
祉
ま
つ
り
 

　
健
や
か
で
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
主

体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、
健
康
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

A

１１
月
１１
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

B
保
健
セ
ン
タ
ー
 

D

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
、
歯
科
相
談
、
フ

ッ
素
塗
布
（
当
日
整
理
券
配
布
）
、
骨
密

度
測
定
、
体
力
測
定
、
救
急
講
習
会
、
高

齢
者
向
け
体
操
の
実
技
（
要
事
前
予
約
）
、

介
護
予
防
講
演
会
、
地
場
産
の
小
松
菜
を

使
っ
た
料
理
の
試
食
な
ど
 

※
当
日
は
、
駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

②
１１
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級
 

A

１１
月
１８
日
豸
　
午
後
１
時
〜
４
時
 

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫
 

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
 

G
無
料
 

③
地
場
産
を
利
用
し
た
料
理
教
室
 

A

１１
月
１５
日
貅
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

１
時
 

C
市
内
在
住
の
方
（
調
理
未
経
験
者
歓
迎
）
 

F

２５
人
 

D

季
節
の
野
菜
で
簡
単
調
理
※
講
師
＝
在

宅
栄
養
士
 

E
三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
 

G

５００
円
 

④
乳
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
 

　
乳
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
や
予
防
へ

の
近
道
で
す
。
な
お
、
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

の
場
合
は
、
多
少
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

A

１２
月
２０
日
貅
　
午
後
０
時
３０
分
〜
１
時
 

C

市
内
に
住
所
を
有
す
る
４０
歳
以
上
の
方

（
昭
和
４３
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
。
前
年
度
受
診
さ
れ
た
方
を
除
く
）
 

D

視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
お
よ

び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施
 

E
バ
ス
タ
オ
ル
 

F

８５
人
（
申
込
順
）
 

G

視
触
診
＝
５００
円
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
＝
１
２
４
０
円
　
※
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
視
触
診
、
お
よ
び
受
診
当

日
７０
歳
以
上
の
方
・
生
活
保
護
世
帯
・
非

課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
な
し
 

―
②
③
④
共
通
―
 

B
保
健
セ
ン
タ
ー
 

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
 

          

草
加
市
民
ま
つ
り
・
宿
場
ま
つ
り 

　
子
ど
も
た
ち
の
大
名
行
列
、
歌
・
演
奏
・

ダ
ン
ス
の
発
表
、
草
加
松
原
遊
歩
道
を
埋

め
尽
く
す
数
々
の
模
擬
店
な
ど
が
、
に
ぎ

や
か
に
草
加
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
今
年
は

草
加
旧
町
地
区
を
中
心
と
し
た
宿
場
ま
つ

り
も
同
時
開
催
。 

A

市
民
ま
つ
り
＝
１０
月
２０
日
貍
　
午
前
１０

時
〜
午
後
８
時
・
２１
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
、
宿
場
ま
つ
り
＝
１０
月
２１
日
豸 

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時 

B

市
民
ま
つ
り
＝
草
加
松
原
遊
歩
道
・
綾

瀬
川
左
岸
広
場
・
草
加
市
文
化
会
館
、
宿

場
ま
つ
り
＝
旧
日
光
街
道
・
旧
町
地
区
ほ

か I
草
加
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
課
蕁
９２２

・
０
１
５
１
A
１
５
８
５ 

  

第
３３
回
越
谷
市
民
ま
つ
り 

A

１０
月
２１
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

B

越
谷
市
役
所
周
辺
（
越
谷
駅
下
車
徒
歩

７
分
） 

D

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
各
種
模
擬
店
ほ
か
※
２０
日
貍
、
午

後
５
時
か
ら
市
役
所
正
面
玄
関
前
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
前
夜
祭
を
行
い
ま
す
。 

I

越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業

支
援
課
内
）
蕁
９６７･

４
６
８
０ 

  

三
郷
市
民
文
化
祭 

A

１１
月
３
日
豢
・
４
日
豸 

B

三
郷
市
文
化
会
館
（
三
郷
駅
下
車
徒
歩

１３
分
）
ほ
か 

D
展
示
、
詩
吟
、
楽
器
演
奏
、
舞
踊
な
ど 

※
パ
レ
ー
ド
（
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
バ
ト
ン

ト
ワ
ラ
ー
、
鼓
笛
隊
）
＝
４
日
豸
　
午
前

１０
時
〜
（
文
化
会
館
周
辺
） 

I
三
郷
市
生
涯
学
習
課
蕁
９５３･

１
１
１
１ 

  

ふ
れ
あ
い
松
伏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

７ 　
年
に
一
度
、
秋
に
行
わ
れ
る
町
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
秋
の
一
日
を
松
伏
町
で

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

A

１０
月
２１
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

３０
分 

B

松
伏
記
念
公
園
（
北
越
谷
駅
東
口
、
吉

川
駅
北
口
か
ら
ゆ
め
み
野
東
行
き
バ
ス
、

エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
松
伏
高
校
前
」

下
車
・
新
越
谷
駅
東
口
、
南
越
谷
駅
南
口

か
ら
東
埼
玉
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
行
き
バ
ス
で

「
松
伏
高
校
前
」
下
車
） 

D

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
シ
ョ
ー
、
小
中
学

生
の
演
奏
、
和
太
鼓
、
子
ど
も
み
こ
し
、

山
車
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
な

ど I
松
伏
町
観
光
協
会
事
務
局
（
環
境
経
済

課
内
）
蕁
９９１
・
１
８
５
４ 

  

第
１２
回
吉
川
市
民
文
化
祭 

〜
吉
川
の
市
民
文
化
の
祭
典
で
す
！
〜 

A

１１
月
３
日
豢
・
４
日
豸
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
５
時
（
４
日
は
午
後
４
時
ま
で
） 

B

吉
川
市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
か

ら
飯
島
興
業
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
入
口
」

下
車
） 

D

絵
画
・
書
道
・
生
花
・
陶
芸
な
ど
の
展

示
や
合
唱
・
詩
吟
・
舞
踊
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

吹
奏
楽
な
ど
の
発
表
、
お
茶
会
、
模
擬
店

な
ど 

I

吉
川
市
民
文
化
祭
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
）
蕁
９８４
・
３
５
６
３ 

　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
結
婚
し
て
 
　
伊
草
　
中
山
　
靖
子
 

気
が
つ
く
と
 

私
は
い
つ
の
ま
に
か
 

夫
の
掌
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
 

夫
の
掌
の
上
で
 

泣
い
た
り
笑
っ
た
り
 

小
さ
な
波
風
が
毎
日
打
ち
寄
せ
た
 

夫
の
大
き
な
声
に
 

私
は
、
は
ら
は
ら
し
た
り
 

ビ
ク
ビ
ク
し
た
り
で
数
十
年
 

日
々
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
 

振
り
返
る
と
数
十
年
、
夫
と
の
 

結
婚
生
活
の
日
々
が
続
い
た
 

息
子
た
ち
を
育
て
、
孫
も
で
き
た
 

孫
た
ち
は
、
も
う
小
学
生
に
な
っ
た
し
 

あ
れ
?
近
ご
ろ
夫
の
声
が
小
さ
く
な
っ
た
 

気
が
つ
く
と
 

夫
は
、
い
つ
の
ま
に
か
 

私
の
掌
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。
 

（
評
）
ご
夫
婦
の
関
わ
り
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
 

  　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

朝
夕
も
涼
し
く
な
り
し
秋
日
和
 

　
　
　
夏
も
名
残
り
と
法
師
蝉
鳴
く
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

庭
先
に
今
年
も
咲
き
し
花
桔
梗
 

　
　
　
亡
母
恋
し
さ
に
し
ば
し
眺
め
ぬ
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

農
継
が
ず
稲
穂
の
波
の
胸
熱
く
 

　
　
　
虫
の
声
に
も
心
洗
わ
る
 

　
　
　
　
　
　
中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

旅
立
ち
し
燕
の
親
子
ど
の
あ
た
り
 

　
　
飛
ん
で
い
る
や
ら
無
事
着
い
た
や
ら
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

真
夏
日
の
続
く
今
宵
も
熱
帯
夜
 

　
　
　
雷
鳴
聴
き
て
寝
付
か
れ
ぬ
夜
 

　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

敬
老
の
祝
い
届
き
し
学
童
の
 

　
　
　
心
根
や
さ
し
文
に
感
謝
を
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

音
立
て
て
夜
空
に
浮
か
ぶ
花
一
輪
 

　
　
　
夢
見
心
地
で
空
仰
ぐ
な
り
 

   
 
 
 
 
 
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

新
涼
や
息
止
め
て
聞
く
葉
づ
れ
の
音
 

 
 
 
 
 
 
八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子
 

秋
深
く
風
が
染
め
ゆ
く
草
も
み
じ
 

 
 
 
 
 
 
伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

秋
風
の
見
え
る
こ
と
な
き
風
匂
う
 

 
 
 
 
 
 
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

草
伸
び
し
鴨
の
宿
な
る
屋
敷
か
な
 

 
 
 
 
 
 
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

草
も
木
も
伏
し
て
大
風
去
る
を
待
ち
 

 
 
 
 
 
 
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

亡
母
の
忌
や
好
み
し
菊
の
膾
添
え
 

 
 
 
 
 
 
緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子
 

積
丹
の
海
の
青
さ
や
涼
新
た
 

 
 
 
 
 
 
八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

虫
の
音
に
心
癒
や
さ
れ
眠
気
呼
ぶ
 

 
 
 
 
 
 
大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

猛
暑
過
ぎ
紫
陽
花
一
輪
忘
れ
花
 

 
 
 
 
 
 
八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

涼
し
げ
に
軒
下
を
飛
ぶ
蜻
蛉
か
な
 

 
 
 
 
 
 
緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

し
み
じ
み
と
虫
の
音
聞
き
つ
つ
目
を
閉
じ
る
 

 
 
 
 
 
 
伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

子
供
よ
り
親
が
張
り
切
る
運
動
会
 

 
 
 
 
 
 
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

ト
ン
ボ
取
り
指
を
回
し
て
近
付
き
て
 

 
 
 
 
 
 
垳
　
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

一
面
に
揃
う
稲
穂
や
黄
金
波
 

 
 
 
 
 
 
八
潮
六
　
　
松
元
　
香
代
 

窓
を
明
け
蚊
帳
の
中
か
ら
月
を
見
る
 

 
 
 
 
 
 
緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

赤
飯
の
膳
に
一
同
箸
を
取
る
 

 
 
 
 
 
 
大
　
瀬
　
　
吉
川
　
昭
子
 

コ
ス
モ
ス
の
優
し
く
咲
き
て
う
な
づ
け
り
 

 
 
 
 
 
 
中
央
一
　
大
久
保
き
よ
子
 

亡
き
夫
の
秋
彼
岸
な
り
餅
供
え
 

 
 
 
 
 
 
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

緩
や
か
に
野
菊
の
矢
切
渡
し
舟
 

      B

県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
ほ
か
７

県
立
高
等
技
術
専
門
校
 

C
在
職
者
の
方
 

D

知
識
・
技
能
の
向
上
や
資
格
取
得
を
支

援
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
各
種
資
格
取
得
準

備
講
習
な
ど
在
職
者
の
方
に
役
立
つ
講
座

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pref.saitama.lg.jp/ 

A07/BC00/kojo/kojo-tp.html

）
で
ご
覧

に
な
る
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
 

G
講
習
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。（
教
材
費
別)

 

H

各
講
習
実
施
月
の
前
月
１
日
か
ら
１０
日

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
各
実
施
校
へ
 

I

県
職
業
能
力
開
発
課
蕁
０４８
・
８３０
・
４
５

９
８
 

  　
相
談
・
見
学
は
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

C
県
内
在
住
で
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
 

▼
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０.３
未
満
、

ま
た
は
そ
れ
以
上
で
も
盲
学
校
で
の
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
適
切
と
眼
科
医
が
判
断

し
た
方
▼
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
来
春
卒

業
見
込
み
若
し
く
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
 

選
考
日
（
第
１
次
募
集
）
　
１１
月
３０
日
貊
 

H

１０
月
３０
日
か
ら
１１
月
９
日
ま
で
に
、
県

立
盲
学
校
・
専
攻
課
（
蕁
０４９
・
２３１
・
２
１

２
１
）
へ
※
第
１
次
募
集
で
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
第
２
次
募
集
（
選
考
日
平

成
２０
年
２
月
７
日
）
を
実
施
。
 

  　
市
町
村
の
保
健
事
業
支
援
と
地
域
の
保

健
活
動
に
寄
与
す
る
た
め
、
組
織
的
取
り

組
み
を
図
り
、
併
せ
て
会
員
の
資
質
向
上

並
び
に
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
１６
年
１
月
に
設
立
し
た
組
織
で
す
。
 

会
員
数
は
現
在
１３９
人
で
、
会
員
に
対
す
る

研
修
や
各
地
域
で
の
保
健
事
業
の
支
援
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

C

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
の
資
格
を

お
持
ち
で
、
現
在
、
就
業
し
て
い
な
い
方
、

若
し
く
は
在
宅
で
活
動
し
て
い
る
方
 

I

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
保

健
事
業
支
援
課
蕁
０４８
・
８２４
・
２
５
３
９
 

  ①
自
衛
隊
生
徒
 

C

中
学
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
で
１７
歳
未

満
の
男
子
 

H

１１
月
１
日
〜
平
成
２０
年
１
月
８
日
 

②
２
等
陸
士
・
２
等
海
士
・
２
等
空
士
 

C

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
性
の
方
 

H
随
時
 

―
①
②
共
通
―
 

I

自
衛
隊
朝
霞
地
域
事
務
所
蕁
０４８
・
４６６
・

４
４
３
５
 

（
評
）
お
名
前
が
な
く
、
載
せ
ら
れ
な
い
作
品
も

あ
り
ま
し
た
。
詩
は
な
る
べ
く
作
者
の
感
じ
方
、

考
え
方
に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
と
情
景
を
描
く
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（
敬
老
の
日
に
） 

県
立
盲
学
校
専
攻
科
入
学
希
望
者
 

県
在
宅
保
健
活
動
者
の
会
会
員
 

自
衛
官
 

技
能
講
習
受
講
生
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

は
　
は
 

て
 

ね
 

は
　
は
 

な
ま
す
 

し
ゃ
こ
た
ん
 

ね
 

い
 

ね
む
け
 

ね
 

か
　
や
 

つ
ま
 


